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「未 来の都市の シナ リオ を表現す るアー トの制作 を通 じてコ ミュニテ ィ形成 と空 き家活用体制構築 を目指す」

本 プロジェク トは、陶磁器 生産地 として困難な時期にあ る有 田町の空 き家活用方法 を探 るために、保存物件 の空き家に

お いて地域 の担 い手がアーテ ィス トとともに文化芸術活動 に取 り組む もので ある。 ワー クシ ョップの成果 である 「未 来の

有 田」 のシナ リオを もとに2つ のアv-一一・ト作品 を制作 し、それ らを都市空 間に埋 め込む こ とによ り、まちづ くりにおけ る地

域住 民の議論 を誘発 し、公設 民営に よる空き家活用の動 きにつな げた。 フランスの哲学者エ リー ・デ ュー リングは未 来の

様 々な可能性 を示 唆す るアー トを 「プ ロ トタイプ」 と して提示す るが、 ここではプロ トタイ プ としてのアー トの制 作を通

じたコ ミュニテ ィ形成 と空 き家活用体制構築 が 目指 され てい る。

キ ー ワー ド:1)産 業 遺 産,2)空 き家 活 用,3)創 造 都 市,4)文 化 芸 術 活 動,5)ア ー テ ィス トイ ン レジ デ ンス,

6)プ ロ トタイ プ,7)将 来 都 市 像,8)ワ ー ク シ ョ ップ,9)コ ミ ュニ テ ィ,10)エ リア マ ネ ジメ ン ト

BUILDING A MANAGEMENT SYSTEM FOR VACANT HOUSES BY CREATIVE COMMUNITY 

                             -FUTURE ARITA scenario project-

                                     Ch. Yoko Taguchi 

Mem. Daiki Nakagawa, Koen Klinkers, Yuusuke Karasawa, Ryutaro Goto, Etsuko Miki, Koichiro Shimizu, Taeko Tanaka

To form creative community and to build a management system for building heritages through the 

creation of artworks that expresses future scenario of the city. 

 This project attempts to explore how to manage vacant houses in Arita-cho which is in difficult time as a pottery producing district, 

through the local players work on cultural and artistic activities with artists in a building heritage. Expressing the scenario of "Future 

Arita" with two artworks and embedding them in the urban space, we induced the discussion of local residents in city planning, leading 

to the movement of utilization of vacant houses by Public Private Partnership. The French philosopher, Elie During considers artworks 

indicating various possibilities of the future as "prototypes". Here we embed artworks as prototypes representing future scenario of the 

city in urban space so as to forming creative community as well as building management system of vacant houses.

1.背 景 と目的

1.1文 化芸術活動を通 じたコミュニテ ィ形成

ポス ト工業社会における新たな都市のあり方 としてC.

ラン ドリーやR.フ ロ リダが提唱す る創造都市が注 目さ

れるなか、文化芸術の創造性を生かした都市再生が世界

各地で取 り組まれている。アムステル ダムはそのような

創造都市の一例であるが、筆者等はアムステルダム市が

駆け出 しのクリエイターたちの文化活動に対 しての所得

再分配 に取 り組 ん でい るこ とに注 目し、「創 作活動 の場 を

核 と した複合 空間 にお ける共創 と集 客拠 点形成 一オ ラン

ダのDeCeuve1に お け る空 間マネ ジ メン トの実態 調査一」

におい て、造船 所跡 地 にク リエイ ター たちの手 に よって

開発 され た小 さな都 市 空 間 のマ ネ ジ メ ン トにつ い て調

査 ・研 究 を行 った文1)。 こ の先 行研究 では 、立地 ・空間計

画につ いて の実態調査 、持続 可能 な開発 に向 けた取組み

や 運営方 法 の調 査 、ク リエイ ターへ のイ ンタ ビュー調 査 、
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来訪者へのアンケー ト調査を実施 し、(1)持続可能な都市

のあ り方を提示す ることにより共感す る人々のコミュニ

テ ィが形成 され、結果的に地域の住環境 としての魅力が

向上 していること、(2)様々な専門性を持つク リエイター

たちが協会を組織 し運営に携わることにより、創作活動

の場が都市住民に開かれた公共的空間になってい ること、

(3)高度な知識 ・技術の蓄積、すなわち人的資本の存在が

クリエイターたちを惹、きっけていることを明らかに した。

我が国においても文化芸術の創造性 を生か した都市再

生が各地で取 り組まれているが、先行研究で明 らかにし

ているよ うに、文化芸術活動を通 じてクリエイテ ィブコ

ミュニテ ィが形成 された結果、地域の住環境 としての魅

力が向上 していることは注 目に値する。また、文化芸術

活動をかたちに残 らない多種多様なイベン トとして実施

するだけでな く、持続可能な都市に向けた様々な実験を

実際の都市空間のなかで行い、望ましい都市開発のあり

方を空間として人々に提示 している点も重要である。De

Ceuvelで は観念的に都市像を描 くことにとどまらず、望

ましい都市像を創作活動の場 として実際の都市空間のな

かに埋め込むことで、未来の都市や社会のあ り方につい

ての様々な可能性 を議論する場をつ くりだす ことに成功

しているといえる。

1.2佐 賀県有田町における文化芸術の創造性を生か し

た都市再生の取組み

産業構造の変化による製造業の衰退は伝統的産業都市

の有田においても深刻であり、更には製造業にかかわる

人 口の減少 も受けて、有 田では多 くの空き工場や空き家

を抱えている。重要伝統的建造物群保存地区に指定され

ている内山地区においても空き家が多数存在 している状

況にある。このような困難な状況を乗 り越 えるべく、2016

年の有田焼倉1」業400周 年 にあわせて文化芸術の創造性を

生か したさまざまな取組みがなされた。そのなかで特に

注 目され るのが、16組 のクリエイタv-一・と16組 の有 田焼

事業者 とが協働 して新 しいタイプの有 田焼の商品開発を

進める2016/projectな ど、佐賀県 とオランダが推進す

るク リエイティブ連携 ・交流である。商品開発 と並行 し

て両国 ・地域間の人的交流や教育 ・学術 ・研究機関相互

の交流が行われているが、これまでの取組みは行政主導

の側面が大きく、現段階では民間主体の 自立的な活動に

なっていない。また、地域住民が 自由に参加できるオー

プンな場になっていないことも課題である。

有田は伝統的産業都市として有名であるが、17・18世

紀にはオ ランダ東イン ド会社 との取引により富を蓄え、

幕末には ドイツ人のG.ワ グネルから石炭窯や コバル ト

の技術を取 り入れるなど、それぞれの時代の国際関係 の

なかで変容 を受け入れて有田焼 を発展 させてきた歴史が

ある。有 田がものづ くりのまちとして持続的に発展 して

い くため には、現代 の グローバル社 会 におけ る変 容 を受

け入れ てイ ノベ ー シ ョンを起 こ しなが ら 「未来 の有 田」

を築い てい くことが重 要 であ り、新 た なク リエ イテ ィブ

産業 の発 展 が住 環境 の質 を引 き上 げ る と考 えられ る。 ま

た、有 田の ポテ ンシャル として 国内外 のク リエ イテ ィブ

な人 々を引 きつ ける魅 力 として手仕 事 も含 めた 高度 な生

産技術 が挙 げ られ、近 年 は国内外 か らの観 光客 が増 えて

い るほか、有 田町 の取組 み によ り移住者 も増 えつつ あ る。

ここ数年 で ゲス トハ ウス 、シ ェアハ ウス、カ フェな どが

増 えるな ど、「ものづ く り」が 「こ とづ くり」と結 びつ く

ことに よ り国際色豊 かな まちに な りつつ あ る。

1.3本 活 動の 目的

本活動 は 、アム ステル ダムのDeCeuvelを 対 象 とす る

先 行研 究 にお いて得 られ た知見 に基 づ いて、佐賀 県 とオ

ラ ンダ大使 館 が推進す るク リエイ テ ィブ連 携 ・交流 とも

協働 しなが ら空 き家 を活用 した文化 芸術活 動 を実施す る

もの であ り、地域 の担 い手 が未来 の都 市 のシナ リオ を描

き、それ を高度 な知識 ・技術 をもつ アー テ ィス トがアー

ト作 品に よ り表 現す る とい うプ ロジ ェク トの実践 を通 じ

て、活動 拠点 とす る空 き家 を戦略 的な都 市の シナ リオ に

沿っ て活 用 してい くた めの実践的知 見 を得 るこ とを 目的

と してい る。 同時 に、地域住 民 のま ちづ く りにおけ る意

識 と行動 の変化 を促 しつつ 、 ク リエ イテ ィブ コ ミュニテ

ィ を形成 す る ことを 目指す。

本活 動 は国 内外 のア ーテ ィス トの レジデ ン ス滞在 や

ワー クシ ョップな ど、従来 の製造 業の枠組 み に とらわれ

ない創造 的 な活 動 として アー ト制作 を地域 の担 い手 とと

もに行 い、空 き家 を提 供す る人 、活 用す る人、 コーデ ィ

ネー トす る人 、 リノベ ー シ ョンな どの費用 面 を支 援す る

人 を発掘 し、有 田に多 く存在 す る産 業 の 「遺産 」を 「資

産」 として活 用 してい くエ リアマネ ジメン トの体 制 を構

築す る こ とを狙 い と して い る。 フラ ン スの哲 学 者 エ リ

ー ・デ ュー リン グは未 来 の様 々 な可能性 を示唆す るアー

トをプ ロ トタイプ文2>と して提示 す るが、ここで はプ ロ ト

タイ プ としてのアー トの制 作 を通 じた コ ミュニ テ ィ形成

と空 き家 活用 体制構築 を 目指 す。

2.プ ロジェク ト実施前の調査等

2.1空 き家所有者 ・地域の担い手へのインタビュー

今後の文化芸術による空き家活用の課題 と可能性 を把

握するために、まちづくり会社役員や地域おこし協力隊

などのまちづ くり関係者3人 、佐賀県や有 田町に勤める

公務員3人 、芸術家2人 、建築関係者3人 、空き家所

有者・活用者5人 の合計16人 にインタビューを実施 し、

空き家を活用 した文化芸術活動に対する具体的な意見を

挙げてもらった(表2-1)。 空き家を活用 してどのような

文化芸術活動が可能か、空き家活用においてどのような



関わ り方が可能かを質問したところ、有田の文化や歴史

を生か したワークシ ョップやアーテ ィス トレジデ ンス、

地域住民や若者、外国人な ど、様々な人が交流す る場が

挙げられた。まちづ くり関係者か らはイベン ト主催や リ

ノベーションなど、公務員からは公的立場からの支援や

情報提供、芸術家か らは芸術創作活動 による参画、建築

関係者か らは空き家掃除や簡易な修理な どハー ド面整備、

空き家所有者 ・活用者からは空き家提供や外国人対応な

ど、それぞれが今までの経験 と異なる専門性 を活かして

文化芸術活動を実施 した り、空き家の再生に関わった り

できると考 えていることがわかった。文化芸術活動 を推

進す るにあたって今後の期待 と課題を質問した ところ、

期待 として地域の魅力向上、経済効果、人 口の若返 り、

課題 として新旧住民の相互理解や資金面の問題などが挙

げられた。

2.2関 係団体 との協議

在 日オランダ王国大使館 、佐賀県肥前 さが幕末維新博

事務局の関係者、有田町のまちづ くり課 と必要に応 じて

協議 を行った。在 日オランダ王国大使館 からは本プロジ

エク トにおけるオランダのアーテ ィス ト招聰に対 して助

成が得 られることになった。佐賀県肥前 さが幕末維新事

務局 との協議により、佐賀市中心市街地の水辺に整備 さ

れたオ ランダハウスで トークセ ッシ ョンを開催すること

になった。有 田町のまちづ くり課 とは江越邸を今後 どの

ように活用 してい くかを協議 してお り、整備方法や事業

スキーム、運営主体について検討 している。

3.「 未来の有田」プロジェク トの概要

3.1活 動拠点:江 越邸

江越邸 は当時有田町長であった江越米次郎により昭和

10年 に建築 された和洋折衷の住宅あ り、有田内山伝統的

建造物群保存地区の保存物件 のひとっである(図3-1)。

米次郎の父は明治14年 に 日本初の実業教育機関である

陶磁器工芸学校 「勉脩学舎」を設立 し、英語教育にも力

を入れた江越礼太であ り、また、昭和の住宅不足の時代

には江越邸に有田工業高等学校の教員や生徒が間借 りす

るな ど、江越邸は有 田焼の近代化や国際的な人材育成に

縁のある住宅であるといえる(図3-2)。 現在、江越邸は

空き家 となっているが状態がよく、所有者は今後の有 田

表2-1イ ン タ ビ ュ ー 結 果

インタ
ビュー対象

質問1)空き家を活用した文化茜術
活動としてどのような活動や場があ
りうると思いますか?

質問2)空き家活用に関わるとしたら
どのような●わり方ができると思い
ますか?

賃問3)文化叢術を推進するにあ
たって今後どのようなことが期待で
きると思いますか?

賃問4)文化茜術を推進するにあ
たって今後どのような課鳳があると

思いますか?

まちづくり
関係者
(3人)

・ハッカソン

・住民と共に提 案や活動する場
・オープンシャッタープロジェクト

・アーティストやクリエイターに解放

する場

・盛 り上げる
・身軽で動ける

・やりたいことを主催でやる

・リノベや団Yの チームをまとめる

・活動によりまちが盛り上がる
・共通点を追って様々な人が活動を

始める
・有田に若い人が根付く

・時間が必要
・準備が必要
・まちの人が溶け込める雰囲気づく

り
・地域住民の理解と支援

公覇員

(3人)

・ワークショップ

・アーティストレジデンス

・焼物に絡んで色 々な人が来る場

・クリエイターの滞在支援

・ワークショップ実施支援

・情報 提供

・新たなクリエイティブ性が加わり全

体として魅力的なまちになる
・交流人ロを含み人が増える

・有 田で関わっていく人の盛 り上 が

り
・地元の理 解

甚術家
(2人)

・若者主催 で住民がフォローしなが

ら活動する場
・コンサート
・寺子屋

・金継 ワークショップ

・アーティストとして関わる

・人が交わる

・経済の循環
・意識改革

・有 田のイメージを維持、コントロー

ルす る人が必要
・若者を応 援する人

・地域住 民の説得

建蟹●係者
(3人)

・アーティストレジデンス

・芸術家を育てるアトリエ

・煎茶道体験 の場

・スタンプラリー企画 した空き家美 術

館 巡り

・ハー ド面整備

・初期段階の交流風景づくり

・空き家の掃除

・焼物以外や若者の参加が増える
・若い人のエネルギーを内山地区

から発信させる
・人が増えて活気付く
・歴史や高度な伝統技術を知っても

らうことができる

・地区の行事や近隣者との交流に

惑いが出そう
・宿泊施設の設置
・地域の理解、強調していく意識

空き家所宥
者・活用者
(5人)

・老若男女 が交流する場

・貸しギャラリー
・外国人ターゲットの場

・学生 主催 のゲストハ ウス

・空き家・空きスペースを活用しても

らう
・外国人の対応
・知識 や今までの実践を活かす

・コミュニティのネットワークを生か

す

・海外の人の新 しいデザ インができ

る
・世界に発信され る
・イベントなどにより生きた町 だと思

われ る
・大学で活動 をサ イクル してほしい

・異文化理 解、英語
・資金援助

・学生の 勢い
・有 田の文 化や歴史を知ってもらう

こと
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図3-1江 越 邸

建築主:

江越米次郎

[璽 一 江越廣太

現所有者:

三女1氏

・日本初の陶磁器産業技術者養成機 関である 「勉脩学舎」

(後の有田工業高校)を 設立

・有 田町有志懇願 によ り昭和3年 から14年 まで有田 町長

・昭和10年 に建築

・昭和40年 代 ・50年代の住宅難iの時代には有田工業高校の教

員や学生に間貸 し
・保存物件 として補助金で修理

・できるだけ現状のまま活用 したい

・ホームステイや民泊 として学生等に活用 してもらいたい



の発展を担 う人材育成の場 として活用することを望んで

いる。そこで人材育成の場 としての活用の第一歩 として、

国際的な文化芸術活動を江越邸で行 うことになった。

3.2プ ロジェク トの主体 と企画概要

本活動の主体は 「有 田クリエイターズビレッジ会議」

であ り、 日蘭建築協会の役員が国際交流、伊万里 ・有田

地区ヘ リテージマネージャー協議会の建築士が建築物の

修理 ・修景、東洋大学あるいは佐賀大学に所属す る教員

が学生な どの人材育成を担 当して活動 を推進す る(図

3-3)。 佐賀県 とオランダ大使館が推進するク リエイティ

ブ連携 ・交流や、有田町のまちづ くり課や地域お こし協

力隊とも連携 しなが ら 「未来の有田」シナ リオプロジェ

ク トを実践する。

「未来の有田」シナ リオプロジェク トは地域の担い手

が未来の都市のシナ リオを描き、それ を高度な知識 ・技

術をもつアーティス トがアー ト作品により表現するとい

うものである。以下のように企画を立ててプロジェク ト

を実施する。

① 江越邸 などにおいてワークショップを開催 し、

学生や地域の担い手が地域の資源や課題 につい

てデ ィスカ ッシ ョンす ることを通 じて未来の有

田のシナ リオを生み出す。

② オランダに縁のある2組 のアーティス トを招聰

す る。有 田町内外で交流や取材 を行 ったあと、

アーティス トは居住地に戻 り、ワークシ ョップ

の成果 である未来の有 田のシナ リオをもとにア

ー トを制作す る。有田クリエイターズビレッジ

会議はアー ト制作をサポー トする。

③ 有 田ク リエイターズ ビレッジ会議は江越邸の一

室をアー トスペースに改装 してアー ト作品を設

置 し、地域住民を招いて内覧会 ・展覧会を開催

す る。

④ プロジェク トを広 く知ってもらい、地域活性化

に役立てることを狙 いとしてプロジェク トの記

録映像を作成す る。

なお、アー ト制作のプロデュースは 日蘭建築文化協

会、プ ロジェク トのなかで行 うツアーや江越邸をアー

トスペースに改装する工事は建築士、学生への教育研

究の機会提供は大学教員が担当 して実施す る。

4.未 来の有 田の シナ リオ づ く り

4.1学 生 の江越邸 滞在+ワ ー ク シ ョップ(2017.9.14-16)

2017年9月14日 か らの4日 間、東 洋大 学生4人 と佐

賀 大学生2人 が江越邸 に滞在 し、有 田のヘ リテー ジ を巡

るツアー で発 見 した有 田の地域 資源 に基づ いて、未 来 の

有 田の シナ リオ お よび江越 邸 の活用方 法 を検 討す るデ ィ

スカ ッシ ョンを行 った(図4-1,図4-2,図4-3)。9月
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図3-3有 田 クリエイターズ ビレッジ会議の役割

図4-1建 築士によるツァーとディスカッション(参 加者=学 生)
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図4-3江 越 邸の魅力と活用方法

図4-4第1回 江越邸で未来の有田をいっしょに考える会



16日 に開催 した第1回 「江越邸で未来の有 田をいっしょ

に考える会」では、学生たちが検討 した成果 を地域の担

い手(建 築士、有田町役場職員、町会議員、デザイナー、

江越邸所有者など)の 前で発表 し、未来の有田の方 向性

にっいて意見交換 を行った(図4-4)。 意見交換の結果、

「豊かな 自然 と伝統的町並みのなかにある革新的なま

ち」であること、「生産地であることを生かした新 しい観

光 ・人材育成 ・ライフスタイル」を推進 してい くことが

今後の有 田のまちづ くりの方向性 として重要だろ うとい

うことが参加者のあいだで共有された。

4.2ア ー テ ィ ス トの 江 越 邸 滞 在+ワ ー ク シ ョ ッ プ

(2017.11.10-12)

2017年11月 に は、日本在住 のオ ランダ人画家 の ロク ・

ヤ ンセ ン氏 を招聰 して 、アー ト制作 のた めの取材 ツアー

と第2回 「江越邸 で未来 の有 田をい っ しょに考 え る会」

を開催 した(図4-5,図4-6)。11月ll日 に 開催 した第

2回 「江越 邸 で未 来 の有 田を一緒 に考 える会 」で は、参

加者 の佐賀 大学 生 と地域 の担 い手(建 築士 、有 田町役場

職員 、 ジャーナ リス ト、カ メラマ ン、ゲ ス トハ ウス経営

者 、佐 賀県 の レジデ ンス コー デ ィネ ー タ、 レジデ ンス滞

在者 、江越 邸所有 者 な ど)に 、現在 の有 田の魅力 と課題

を挙 げて もらった上で 、未 来 の有 田の都 市風 景が ど うな

る とよい と思 うか を提案 しても らった。そ の結 果、「煙 突

を生か した未 来 的な景観 」、 「職 人が ものづ く りに勤 しむ

様子 が身近 に感 じられ るま ち」な どの様 々な意見 が挙 げ

られ た(表4-1)。 ア ー ト制 作 のための取材 ツアーで は、

九州 陶磁文 化館 、泉 山磁 石場 、トンバ イ塀通 り、本通 り、

陶 山神 社 、猿 川渓 谷 な どの街 並みや 自然環境 の ほか、今

右衛 門窯 におい て職人 が作業 してい る様子や2016/ギ ャ

ラ リー な どにお いて取材 を行 った。

4.3ア ー テ ィス トの 江越 邸 滞在+ト ー クセ ッシ ョン,

(2018.5.19-22)

2018年5Eに は 、オ ラ ンダ在 住 の 日本人振 付師 の遠藤

暁子 氏 と ドイ ツ人 映像 アーテ ィス トのニ コラ ・ウンガー

氏 を招聰 して、佐 賀市 にあ るオ ランダハ ウスで の トー ク

セ ッシ ョン 「DancerintheHistoricalCity一 未 来 の

有 田プ ロジ ェク トに 向けて」 とアー ト制作 のた めの取材

ツアー を開催 した(図4-7,図4-8)。 オ ランダハ ウス は

佐 賀 県 とオ ラン ダ大 使館 が推進 す る ク リエイ テ ィブ連

携 ・交流 の一環 として佐 賀市 中心市街 地 に整備 され た ス

ペ ースで あ り、 トー クセ ッシ ョンは佐 賀県 の後援 を取 り

付 けて開催 す るこ とになっ た。 トー クセ ッシ ョンには有

田ク リエイ ター ズ ビ レッジ会議 の メンバー のほか に、建

築 士、佐賀 県職員 、 レジデ ンス滞在者 、学 生な どが参加

し、アー トが まちづ くりに どの よ うに貢献 で きるかにつ

い て民俗学 な どの観 点 か ら議論 され 、人 々に様 々な視点

図4-5取 材 ツ ア ー(参 加 者:ロ ク ・ヤ ンセ ン 氏 ほ か)
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図4-6第2回 江越邸で未来の有田をいっしょに考える会

表4-1ワ ー クショップで提案された未来の有田の風景

・ ものづ くり大学(未 来的な仮設建築群)

・ 内山地区(本 通り)の 観光 ・展示 ・交流空間(「魚の骨」のよ うな都市構造

…小路:ク リエイター創造 ・生産空間/交 差部:融 合)

・ 焼物にとらわれない多能 ・多感なク リエイティブ空間

・ 有田人が担い手 となって活気付 くまち

・ 脱アスファル トの道路(自 動車NG 、セグウェイOK)

・ 泉山にコンサー トホールorシ アター

・煙突を生かした未来的な景観

・ 内山地区をたくさんの歩行者が歩けるよ うな歩行者空間

・都会の喧騒を逃れ、ゆっくりまった り癒される町散策 している様子

・ 車が空を飛ぶことで安全に通りを歩くことができるまち

・ 視覚的 ・身体的に 「窯」を感 じることができるまち

・観光客でも路地に入 りやす くし、表通りからは見えない職人さんの姿が身近

になるといい

・ ウェブサイ トなど情報メディアでもっと有田の空間的な魅力を発信する

・ 山や川 との自然環境に心身が解放 され健康になるまち

・川 を親水空間にして居場所をつ くる

・ 路地の脱アスファル ト化

・ 郷愁 と芸術をたのしみながら散策できるまち

・ アー ト好きなど老若男女がいろんなところで井戸端会議しているまち

・ セラミックスケープ

・ 陶磁器をつかったカフェのような屋外の溜まり場がほしい

・ 生産 している様子がもっと見え隠れするまち

・移住者を受け入れ る環境

・ セグウェイなどスマー トモ ビリティのツアー

・ アー ト×陶磁器

図4-7オ ラ ンダハウスにおける トークセッシ ョンと交流会

図4-8取 材 ツ ア ー

(参 加 者=遠 藤 暁 子 氏,ニ コ ラ ・ウ ン ガ ー 氏 ほ か)



か らもの ごとを捉 える契機 を与 える ことがアー トのひ と

つ の意義 であ ろ うとい うこ とが共有 され た。 トー クセ ッ

シ ョン後 はオ ランダハ ウス横 の水辺 での懇親 会 をク リー

クネ ッ トさが のサポー トによ り行 った。 アー ト制作 の た

めの取材 ツアー では、 九州陶磁 文化館 、泉 山磁石場 、 ト

ンバ イ塀通 り、本 通 り、陶 山神 社 、猿 川渓谷 な どの街並

みや 自然環 境 のほか、岩 尾磁器 、辻精磁 社 、柿右衛 門窯 、

幸 楽窯、有 田ポーセ リン ラボ、李荘窯 、InBlue暁 にお

いて工場や ギ ャラ リー にお いて取材 を行 った。

5.未 来 の有 田の シナ リオ を表現 するアー トの制 作

5.1ア ー テ ィス トの選定

有 田はオ ランダ東イ ン ド会社 との取引 を始めた17世

紀 か らオ ラ ンダ と深い 関係 にあ り、現 在 は佐 賀県 とオ ラ

ンダ政府 が協定 を組ん で ク リエイテ ィブ連携 ・交流 を推

進 してい る。そ こで、有 田ク リエイ ター ズ ビレ ッジ会議

のメ ンバ ーが所属 して い る 日蘭建築文 化協会 を介 してオ

ランダ に縁 の ある2組 のアL-一一・テ イス トを招聰 す る ことに

した。

1組 目は 日本在 住 のオ ランダ人画家 の ロク ・ヤ ンセ ン

氏 であ る。彼 は建 築 を専攻 していたバ ックグ ラ ウン ドを

持 ち、 レム ・コールハ ース率 い るOMAや フ ァッシ ョンブ

ラン ドのPRADAな ど におい てアー トデ ィ レク ター として

活躍 して い る。専 門的な調査 に基 づいてEUの 歴 史 を大 き

なパ ノラマの コラー ジュ と して表現 した アー ト制 作 にか

かわった 実績 があ り、今 回 のプ ロジェ ク トで調査 に基づ

い て表現す る未 来の都 市風景 の制作 にふ さわ しい人 物 で

ある と してヤ ンセ ン氏 を招聰す るこ とに した。

2組 目はオ ランダ に在 住 してい る2人 のアーテ ィス ト

で、 日本人 振付 師の遠藤 暁子 氏 と ドイ ツ人 映像 アーテ ィ

ス トのニ コラ ・ウンガ ー氏 であ る。遠 藤氏 はダ ンスパ フ

ォーマ ンスの振付 に 日本 で民俗 学 を専攻 していた ときの

知識 や経験 を活 か して い る ところが特 徴 的であ り、 ウン

ガv-一・氏等 とともにMERGEと い うプ ロジ ェク トを立 ち上 げ、

市 民活動 として都 市 の様 々 な場 所で ダ ンスパ フォーマ ン

スを繰 り広 げ る活 動 を行 ってい る。今 回 のプ ロジェ ク ト

も市民活動 と して実施す るもので あ り、 また、民俗 学 的

な手法 を取 り入れ るこ とによ りま ちづ く りにおい て効果

的 なアー ト表現 が可能 で ある考 え られ るこ とか ら、遠藤

氏 とウンガー氏 を招聰す るこ とに した。

表5-1コ ン セ プ ト

FUTUREARITAproje(t

やきものづくりは大地や森から得られた資源をかたちにしていく人間の

営為です。1616年 に陶祖 ・李参平が泉山の磁石を発見して以来、有田

の人々は自然と ・体化 しつつ有田の風土を築いてきました。そして、先

人からものづくりの遺伝子を受け継ぎ、伝統的に革新を追い求めてきま

した。2つ の作品はものづくりのまち有田における 「自然と人間」、「伝

統と革新」の調和をテーマとして未来の都市風景を描いています。

5.2コ ン セ プ トお よび展 示方 法の検 討

3回 にわ たる江越邸 滞在 とワー クシ ョップ を通 じて、

有 田は 「豊 かな 自然 と伝統 的町並 みの なか にある革新 的

なま ち」で あ り、 これ か らは 「生 産地 であ るこ とを生 か

した新 しい観 光 ・人材 育成 ・ライ フス タイル」 を展 開 し

てい くべ きだ とい うことが、未来 の有 田の シナ リオ とし

て組み 立て られた。また 、「煙 突 を生 か した未 来的 な景観」、

「職人 が ものづ く りに勤 しむ様子 が身近 に感 じられ るま

ち」 な どの具 体的 な未 来 の風景 につい て も検討 され た。

主査 の 田 口と委員 の柄沢 が コンセプ トア ドバ イザー と

な り、 ワー クシ ョップで検討 した未 来 の有 田のシナ リオ

に基づ いて 、有 田の風 土 であ る 「自然 と人間」、 「伝統 と

革新」 の調和 を コンセプ トの核 として抽 出 し、 ロク ・ヤ

ンセ ン氏 には襖 絵 に よ り未 来の都 市風景 、遠藤 暁子氏 と

ニ コラ ・ウンガー氏 に はダンスパ フ ォー マ ンス映像 に よ

り未来 の生活風 景 を、焼物 や町並 みな ど有 田固有の要 素

を用 いて描 いて も ら うこ とに した(表5-1)。

展 示方 法 は2つ の作品 を江越邸 の6畳 間 にL字 に並置

す るこ とに した(図5-1)。 未 来 の有 田に関す る2つ のア

ー ト作 品 を隣 り合 わせ るこ とによ り
、 多義的 な意 味 を生

じさせ 、 シナ リオ の大筋 を伝 えつ つ も見 た人 が様 々 に解

釈 で き るこ とを意 図 した。 ス ク リー ンや プ ロジェ クター

設 置棚 の設置 にお いて は既 存の建物 を損 傷 しない よ うに

配 慮 して設計 ・施 工 した。

5.3ア ー ト作 品注1)の 解 説

(1)AritaFutureCityscapebyLokJansen

ロ ク ・ヤ ンセ ン氏 は、有 田の 山並み を背景 に過 去 ・現

在 ・未 来 そ して 自然 へ と回帰 してい く都 市風 景の変遷 を、

マ ンガの手法 を用 いて4枚 の襖 に描 い た(図5-2)。 も の

づ く りの革新性 を表象 す る樹 木状 の タワーは 自然や伝 統

的町並 み と有機 的 に調 和 して描 かれ、未 来の有 田の創造

的な姿 が明 る く表現 され てい る。 これ は江越邸 の2階 の

窓か ら見 える煙 突 の風 景 に着想 を得 た作 品で あ り、有 田

で取材 した要 素が散 りばめ られ てい る。 色は青 を基調 と

し、ハ イ ライ トと して ピンクが用 い られ てい る。 青 は有
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田焼 の染付 の色 であ り、顔料 が どの よ うに各地 に伝 わ り、

進化 して きた かについ て も調査 し、 その知 見が表 現 に生

か されて い る。 古い もの と新 しい もの、 自然 と人 工物 が

対 立す るので はな く、有機 的 に調和す る様子 が描 かれ て

い る。

(2)FutureAritabySatoEndoandNicolaUnger

遠 藤 暁子 氏 とニ コラ ・ウンガー氏 は、美 しい 自然 の風

景 と伝統 的な町 並み の中で人 々が ものづ くりに勤 しむ未

来の有 田の姿をダンスパフォーマ ンス映像 によ り描いた

(図5-3)。 未来の有 田の住人を演 じるダンサーが、投影

された有 田固有の磁器、古地図、図案、山並み、町並み、

建築空間のイメージと戯れ、想像上の未来の都市風景が

生き生きと描き出されている。今後、有 田の新 しい担い

手の受け1皿として活用 され る予定の江越邸も未来の風景

の一部 として登場す るほか、有 田の 自然風景、都市風景、

やきもの、やきものの図案などがダンサーとの相対 とし
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て様々なスケールで登場 し、様々な視点から有田のまち

を眺める体験に人々を誘 う作品に仕上がっている。映像

に音声はなく、虫の音や電車の走行音な どの環境音 と融

合 して現地に設置 されることにより完成する作品である。

6.「 未来の有田」シナ リオアー トの公開

6.1内 覧会

2018年8E18日(土)の 午前に有 田町長な ど地元の

有力者、取材 に協力 してもらった窯元な どを招待 して内

覧会 を開催 した(図6-1)。 主催者を除く参加者は10人

であった。内覧会では、プロジェク トの趣 旨と概要の説

明、メンバーの紹介、アー ト制作のプロセス説明をした

あとで、まずは解説なしでアー ト作品を鑑賞してもらっ

た。2回 目の鑑賞の ときに主査の田口がアー ト作品が表

現 している未来の有田のシナ リオのひとっの解釈、また

シナ リオを表現 している有田固有の要素が織 りなす暗喩

的な意味について解説 した。また同席 したアーテ ィス ト

には、 自らの作品が都市の現状や歴史の分析に基づいて

制作 されていることなどを解説 して もらった。

解説なしの1回 目の鑑賞では、作品のなかに使用 され

ている有 田固有の風景や陶磁器な どの要素が散 りばめら

れているので、有田をよく知る参加者たちは、退屈する

ことな く未来の有 田を思い想いに想像 して鑑賞 している

様子であった。解説付きの2回 目の鑑賞においても、参

加者たちは解説に熱心に耳を傾 けて作品鑑賞している様

子であった。鑑賞後、地元窯元の参加者 は、「アー トの新

しい使い方 を見せてもらった」、「幽体離脱 して普段 とは

違 う視点から自らが陶作 している様子 を見ているようだ

った」 といった感想を話 していた。

6.2展 覧 会 とオ ー プニ ングパ ーテ ィ

内覧会 の あ と2日 間 に渡 って展 覧会 を開催 し、アー ト

作品 の公 開 を行 っ た。来場者44人 の うち、ほ とん どが主

催 者 の知 人 ・友人 が来場者 で あ り、近 隣住 民 な ど一般 の

人々 は少 数 であっ た注2)。有 田町民 の ほかに東洋 大学や佐

賀 大学 の学生 な ど有 田町外 か らの来場者 が半数 くらい で

あ った。 来場者 の求 め に応 じて アーテ ィス トも しくは主

催 者 がアー ト作品 の解 説 を行 い 、アー トを鑑賞 して も ら

った(図6-2)。1日 目の夜 にはオ ープ ニン グパ ーテ ィを

アー トスペー スの 隣の座敷 で開催 した(図6-3)。

プ ロジ ェク トを通 じて知 り合 った地元 のカ メラマ ンに

記 録映像 の制 作 を依頼 し、アー トスペ ースの作 品展示 の

記 録映像 の ほか、展 覧会 とオー プニ ングパーテ ィの様子

の記録 映像 を制作 して も らった(図6-4)。 記 録 映像 文3)

はYouTubeで 公 開 し、プ ロジ ェク トの情 報発信 を行 うこ

とを試 みて いる。 アー ト制 作か ら派 生 して地元 の ク リエ

イ ター の発掘 につ なが った ことはひ とつ の成果 であ る。

7.活 動 を通 じて得 られ た成果 お よび今後 の課題

7.1ア ー ト作 品鑑賞者へ の アンケー ト調査

アー ト作 品鑑 賞者 に対 してア ンケー ト調 査 を実施 した

ところ、41人 か ら回答 が得 られ た。

属性 は、男女 比 が概 ね半 々、幅広 い年代 が来場 した(図

7-1,図7-2)。 主 催者 の 関係 者 の20代 ・40代 ・60代 が

多か った一方 で、50代 が 少 なか った。居住 地 は有 田町 が

過 半数 を 占め、佐賀 県 内 と佐賀 県外 が同数 であ った注3>。

「2つ の アー ト作 品 を鑑 賞 して、未来 の有 田に対す る

イ メー ジが膨 らみ ま した か」 とい う質 問に対 しては 、約

8割 が 「とて も膨 らんだ」 あ るいは 「や や膨 らんだ」 と

t,
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図7-3未 来 の有田に対する

イメージが膨 らみましたか

自由記述回答

いいダ ▲ 未酪5

図7-4未 来 の有田について誰かと

議論 してみた くな りましたか

「
居住地 年代 職業

未来の有田がどのようになっていくとよいと思いましたか。
また、未来の有田をどのようにしていきたいと思いましたか。

9

感想・意見

有田町

20代
学生 磁器に関して最先端をいってほしいと思った。

海外のアーティストさんを招いて、とんどん色 な々人に今後の有田について、考えてもらえる機会
が増えるといいなって思います。

会社員
(窯業)

美しい景色や技術が残って欲しいと思った。美術的価値の高いものがあるので、多くの人に楽しん
てもらえるようなことが増えて欲しいと感じた。 普段とは違った視点から有田を観ることがてき、面白いと感じました。

30代

カメラマン

有田は産業の町か焼物も作家(現代陶芸←食器を作っている作家さんは沢山いる)が少なく、業
務用食器が多いです。こういうアート作品が有田で展示されるようになって欲しい。職人ではなく作
家、クリエーターではなくアーティストが有田から生まれると嬉しい。特に焼き物で現代陶芸をされ
る作家さんが増えて欲しい。

江越邸に住みたいと思いましたが、Sさんに譲ります1

会社役員
(iT)
若者(20・30代)と繋がることが大事だと思います。

実行力、素晴らしいと思います。なんとなく、HIGH居の方に合いそうな感じがしました。これからも
色々とやって欲しいなと思います。あと、FAMっていうチームを作っています。FAMの 集まりにも良
かったら、今度来て頂けたらと思います。

NPO職 員 閉鎖的な傾向のある有田町が、ある部分オープンになり、他産業や他のアートとの繋がり、影響を
与えあうことによって、より新しい有田が現れてくると思いました。

(コンテンポラリー)アートの文化は(表向き)有田にはなく、町民にとっても理解の少ない分野だと
思います。あらゆる形のアート等の表現がもっと身近になればよいなと感じます。

40代

公務員 これまで培われてきた伝統技術と新しいアート・デザインが融合してイノベーションを起こしていく。新しい風を吹き込んていただけるような素晴らしい取り組みだと思います。ありがとうございます。

大学教員
人の出入がもっと活発になるような場所となったら良い。人に情報を持って来てくれると思うのて都
心てはないようなエリアはたくさんの人が行き来する仕組みが必要、それには有田はアート。焼物
や伝建・史跡などを利用して活発にさせる。

特に映像作品は普段有田では見ることのてきないアートの領域なのでとても新鮮て面白かった。
パフオーマンスを生て見てみたい1

会社員 交流人口が増えて、盛り上がるとよいと思います。 楽しかったてす。作品もとても良かったてす。(見応えなどを含めて)

町長
400年の伝統を感じつつ、次なる挑戦、革新が起きていけばいいと感じた。次の未来の有田に向
かい、チャレンジを続けていきたい。伝統と革新、自然と人間、未来の有田はどう「調和」していく
か。

移住者のスペースとして、この場(所)がアートと知の集まるような所になるような気がした。今後も
交流てきる場として一緒に育っていければと思う。未来の有田へのカを育む場 「

陶芸家
陶器は鉱物でできているが、焼いてしまうと土にかえらないという責任も感じつつ、未来へのヒント
を残せたらと思いました。

アートを通して見る有田はみんなの想像が膨らんでいいなと思いました。

会社員 伝統と新しいアートのコラボが町のいたる所で見られれば良いと思います。

50代 自営業 アーティストが気軽にみんなて集まって思いを活きるものになればよいと思います。 海外アーティストの作品を色々とみてみたいです。

60代

自営業 古い物は残しつつも新しいこと物を積極的に受けいれる土壌に昇華されていけば良いかな。 有田に散在するその他の伝建に波及していければ良いと感じました。

窯業 世界中のアーティストが集う町、アートな町有田、大手企業のデザインラホが集合する町 この活動を今日初めて知りました。もっと活動そのものをPRしてもよいのでは。

議員 有田自ら伝統の素晴らしさに気づき残そうと考えること。インバウンド(観光だけでなく)に注力すべ
きてオランダに限らず世界のアーティストやクリエーターが集う町になれば。

ありがたいですね。私も2日前に知ったのは恥ずかしい限りです。有田町外から多くの人が集まる
ようなPRが 必要ですね。

不動産業
有田焼の技術が途絶えないことを願います。食と器の融合で発展して、人が楽しく住み良い町を
願います。

みなさんの苦労がみのりますように。ご苦労様てす。ありがとうございました。

会社役員
(建築設計)

単なる焼物の生産地てはなく、アートに溢れる生産地になって欲しい。有田町をアートディレクショ
ンする必要がある。 地道な活動になると思うが頑張って欲しい。

主婦 伝統と新しいものがバランスよく続いていく町であって欲しいと思います。
大変面白い試みだと思います。うまくコマーシャルすれば、もっと沢山の方に見ていただけるのて
はつご近所の興味がありそうな方に声がけしたら「知らなかった～」と言われました。

70代

窯業 有田の発展にお力をいただき感謝します。 皆様の努力に感ぷくしました。

会社役員
(窯業)

伝統を残す作品づくり。 映像が楽しかったてす。

佐賀
県内

10代 学生
有田には初めて訪れましたが、自然が沢山あって、人々の暮らしが見える、素直な感じのする場
所だと思いました。その良さが残ったまま、モノを作る人にインスピレーションを与える場所てあっ
て欲しいと思いました。

有田に対して、ポテンシャルが感じることが良く伝わりました。新しさの継続から伝統が続いている
ことを改めて感じます。江越邸について、プロジェクトに記してあったホームステイや民泊として活
用というのにはとても興味があります。

20代 過去から現在まて培われてきた有田という今のアート作品を見ている各々の意識がまざり合い、
未来の有田を作っていくようなポジティブなイメージが浮かびました。

江越邸に有田を思うみなさんが集まり、話をする姿がとても良いと思えました。

40代

教員 時々しか来ないけど、有田の街並みは好きてす。今の雰囲気が残る街であって欲しいと思いま
す。

次のプロジェクトもあれば、拝見したいです。

ジャーナリストいい廃嘘。 分かりやすくすることなく、体験した人の心に刺さるような強度の表現を続けて欲しい。

会社員 現代アートを見る一方、二階の窓から見える昔から変わらない風景が組み合わさり、余計に印象
的てした。切り離さず同時にアピールできたら良いですね。

教員 人々の繋がりが未来の有田にうまく活かせれば素敵だなと思いました。その可能性を感じました。もう少し作品が多ければ良いと思いました。取材過程とかもパネル展示してもよかったのでは。。

大学教員
未来の有田についてみんなが固定的なイメージなどを共有するものではなく、それぞれが有田の
資源に目をつけそれぞれに活動すると自ずと未来がゆっくり出てきてくるのではないか。私なりに
何かてきればと思いました。

住宅の中で1室 のみ2つ の作品が入れこまれおり、今後の江越邸の利活用は良いと思いました。

60代
会社員
(建設業)

映像を見て、有田の焼物の創造性、歴史、創り出していくための瞑想をしているパフォーマンスが
強く出されている。有田の町の中て生み出されていくというか、その中てイメージがふくらんで未来
のデザイン、新しい焼物が創られていくことを我々に訴えていると思う。

この映像を多くの有田の焼物の作り手に見てもらえればいいのかなと思います。有田の町並の中
て焼物を創っていくことのすばらしさを感じてもらえると、有田の未来につなげていけると思いま
す。

80代 無職 今はなんとも言えない状況、全国的にそういう状況だけどもっと子どもたちに有田の伝統を理解し
てほしい。磁器にしても、歴史にしてもアートて理解が進むとよいと思った。

立派なアートを見せていただいて、ただただ感動した。ここだけてなく、建物を生かして、いろんな
場所てできるとよいと思った。

佐賀
県外

20代

学生
有田焼などのモノ、町の空間を直接自分の肌て感じてもらえるような場所がさらに生み出されるこ
とて、今まて有田の良さを知らなかった人が何度も訪れるようになっていくとよいと感じた。

展示されているものに対してすべての説明がすぐになされるのてはなく、見学した人がどのように
自身は感じたか、思ったかを思考する時間があることて、様々な人の有田の未来に対する考えが
生み出され良いと感じた。

学生
アートを通して有田について考えるきっかけとなり、さらに有田焼、自然、そして住んでいる人や、
観光客が繋がっていってほしい。伝統的なものを残していきたい。また来たいと思えるような所に
なってほしい。

有田焼の食器を実際に使ったけど、美しい模様や形も特徴であるが、軽さに驚いたし、もっとア
ピールするポイントはあると思うのて、そこを出していけたらと思う。また、このプロジェクトの認知
度が低かったのて、宣伝も大事て有ると思った。

学生
地元の人 が々身の回りに沢山ある有田焼についてもっと関心を持つべきだと思った。ありふれす
ぎてそれが当たり前の光景になってしまっているのてはないかと感じた。人が興味を議論すること
が大切て、そこから外に熱弁できる環境にして行きたいと思った。

私は、作品に感銘を受けた。映像作品に自らの考えをかき立てさせられた。そこから答え合わせ
のように説明を受けながら見たいものはまた違った感覚を与えられたようて、有田町と有田焼が
色々なことを表現しているのに、いちいちリアクションしてしまった。ふすまの方は、いくつもの丸い
物体が最初に目に入ったが、それと未来の有田が表現された様が美しく思えた。有田焼といえば
みんなが知っている有名な名産だが、それを深く知ることで今まてのイメージやものが遠く感じとら
れて楽しかった。みんなに体験してもらいたいll

学生

有田焼やアートを作り出す人、まちづくりをする人だけでなく、有田に住んている方が有田の資産
に誇りを持って、盛り上げていけるとよいと感じました。有田には初めて来ましたが、知れば知る
程、有田に魅力を感じたのて埼玉に戻っても、周りに魅力を伝え、未来の有田を考えることに巻き
込んでみたいと感じました。

江越邸の中でアートを見るからこそ感じる世界観があり、有田をよく知る人ても、何かをさらに考え
るきっかけになるものだったのではないかと思いました。また、見る人、聞く人によって感じ方が異
なり、それを江越邸の中て語り合える空間があるのて、すてきだと思いました。

学生
昔の文化と今の新しい文化はつながっているというイメージが沸き、昔の技術を生かした新しい作
品などがもっと増えていくとよい思いました。技術者たちがもっと有田の未来て活躍てきる場がもっ
と表に(県外とか)発信していきたい。

こういったプロジェクトに参加される人たちはおもしろい人たちばかりだと感じました。近隣に住ん
でいる方たちにもっとこのプロジェクトついて知ってもらうべきだと思います。

学生
自然の中で、職人同士や町民、地域外の人まて多くの人が焼き物とふれあいながら、町を形作る
風景ができるとよいと思う。新しい視点での物の見方が今後の有田町をより活性化していく動力に
なるはずだから、そこを大切にすべき。

職人さんに作品を見てもらうことで、より自分のこととしてとらえてもらえるのでよいと思う。一方で、
地域住民(周辺を主に)にあまり情報が行き渡っていなかったようだったので、身近な人々にも参
加してもらえたらいいと思う。

30代
レジデンス
コーディネータ

有田産業に携わっている事業者にこのような活動を見て欲しいと思いました。そして、一船の生活
老朽(産 業に関わっていない)と一緒に交えて、コミュニティができればと思いました。

40代
会社員

芸術の街として経済的に盛り上がればよいと思います。そのために、伝統も新しいことも用いて人
を呼び込む必要があるように感じた。

このような古い資産を用いて未来に取り組んでいく事業はどんどんすればいいと思います。
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回答 した(34/41,図7-3)。 「2っ のアー ト作品 を鑑 賞 し

て、未来 の有 田につ いて誰 か と議論 してみ た くな りま し

たか」 とい う質 問に対 して は、約8割 が 「はい」 と回答

した(33/41,図7-4)。 実 際 にアー トを鑑 賞 した人 た ち

のあい だで議論 が活発 に行 う様 子が観 察 され た こ とか ら

も、アー トが まちづ くりにお け る地域 住民 の議論や未 来

の様 々 なイ メー ジ を誘発 した と考 え られ る。

自由回答 記述 方式 に よ り、「未 来 の有 田が どの よ うに な

ってい くとよい と思い ま したか、未来 の有 田を どの よ う

に してい きた い と思い ま したか」 とい う質 問 を し、加 え

て感 想 ・意見 を求 めた(表7-1)。 前 者 の質 問に対 して有

田町民 か らは 、「単な る生産地 では な くアー トに浴れ る生

産 地に なって ほ しい」、 「400年 の 伝統 を感 じつつ 、次 な

る挑 戦 、革 新 が起 きて い けばいい と感 じた」な ど、 当事

者 の立場 か ら新 しい有 田の姿 を思い描 く回答 が複数 あ っ

た。佐 賀県 内在住者 か らは、「現代 アー トと伝 統的 な町並

み を切 り離 さず ア ピール で きる とよい」 な ど、地域 の資

源 を生 か した新 しい取 り組み に注 目す る回答 が複数 あ っ

た。佐 賀県 外在住者 か らは、「有 田に住 ん でい る方 が有 田

の資産 に誇 りを持 って 、盛 り上げて い ける とよい と感 じ

た」な ど、地域住 民 の誇 りや 関心 を醸 成す る必要性 につ

いて指摘す る回答 が複数 あ った。感 想 ・意見 と して、「ア

ー トを通 して見 る有 田はみ んなの想像 が膨 らんで いい な

と思っ た」、「普段 とは違 った視 点か ら有 田を観 る ことが

でき、面 白い と感 じた 」 といった回答 が あ り、 アー トを

媒介 に都 市の見 え方が変 容 し、結果 として、人 々は都 市

の新 しい可能性 を思い 思い に想 像 してい る様 子が窺 えた。

また、初 めて有 田を訪 れ た佐 賀県外 在住 の20代 の被 験者

の感 想 か らは 、アー ト作 品鑑 賞やプ ロジェク ト関係者 と

の交流 を通 じて有 田へ の関心 が高 まってい る こ とが読み

取れ る。 その ほか、取組 み の情 報発信 の必 要性や 、若 者

とつな がる こ との重要性 を指摘 す る意 見 が挙げ られ た。

7.2公 設民営による江越邸活用に向けた新たな動き

江越邸は有田の近代化における人材育成を考える上で

重要な建物であり、将来的には有田町が移住促進のため

の宿泊研修施設 として整備 ・活用 していくことを検討 し

ている。将来的に有田町が所有者 と長期の定期借家契約

を結んだ上で改修工事を施 し、地域おこし協力隊出身者

が立ち上げたNPO法 人が運営を行っていく計画を立てて

いる。このような活用に向けた新たな動きが活動を通 じ

て現れたことはひとつの成果である。 しかしなが ら、宿

泊研修のあ り方や事業スキームについてはまだ検討段階

にあ り、今後もさらなる活用実験のなかで宿泊研修のプ

ログラムや情報発信の方法を検討 していく必要がある。

有田には窯業に限 らず様々な技術 ・技能を有する人材

が多数存在 してお り、活動を通 じて様々な分野の20代 か

ら40代 の人材 を発掘 している。今後、江越邸 を移住促進

のための宿泊研修施設 として活用 していく際には、この

ような若い人材 と連携 を図りなが ら、空き家活用を構築

す ることが重要である。また、有 田の若い人材を刺激 し

つつ、未来の有田の担い手 となる移住者を発掘 し、クリ

エイテ ィブコミュニティを形成 していくためには、今後

も国際的な文化芸術活動を継続 していく必要がある。設

置主体の有田町、運営主体のNPO法 人などとの協議を通

じて、江越邸活用の方策を今後も探っていきたい。

8.ま とめ

未来の有田のシナ リオについて議論 し、それを表現す

るアー トを制作 ・展示するとい う活動を通じて、技術 ・

技能を有する若い人材 を発掘 し、公設民営による江越邸

活用の方針 が得 られたことは大きな成果である。また、

本活動を通 じて制作 したアー ト作品が未来の有田につい

ての人々の議論 を誘発 していることか らわかるよ うに、

江越邸を拠点 に未 来の都市や社会のあ り方についての

様々な可能性を議論す る場が形成 されつつある。実際の

都市空間のなかに想像上の都市空間をアー トとして挿入

したことにより、人々の現実の見え方を変化させ、未来

の都市の様々な可能性 について想起 させることに成功 し

たといえるだろ う。

<注>

1)参 考文献3に アー ト作品のクレジッ トが掲載されている。

2)有 田町 と佐賀市において佐賀県が実施 しているアーティ

ス トインレジデ ンスの滞在者が数名来場 した。

3)佐 賀県外には多拠点居住者や海外在住者も含まれ る。

<参 考 文献>

1)田 口陽子,柄 沢祐輔:創 作活動の場を核 とした複合空間に

おける共創と集客拠点形成 一オランダのDeCeuve1に お け

る空間マネジメン トの実態調査一,住 総研論文集No.43,

pp.35～46,2017.3

2)o.+

)3

エ リー ・デ ュ ー リ ン グ 著,武 田 宙 也 訳:フ ロ トタ イ フ 云

術 作 品 の 新 た な 身 分(特 集 現 代 思 想 の 新 展 開2015:思 弁

的 実 在 論 と 新 し い 唯 物 論),現 代 思 想vol.43-1,pp.177～

199,2015.1

https://www.youtube.com/channel/UCKAkKILInmdfVn30pbE

idJSg,2018.9

〈 謝 辞 〉

本研究の実施にあた り、ロク ・ヤンセン氏、遠藤暁子氏、ニ

コラ ・ウンガー氏には、私たちの新 しいまちづ くりの試みを理

解 してアー ト作品を制作 して頂いたほか、日蘭の多くの皆様に

ご協力を頂きました。特に在 日オランダ大使館からの助成な く

してはアー ト作品を完成することはできませんでした。また、

中島紳一郎氏 と川村英吾氏には記録映像の制作、東洋大学と佐

賀大学の学生にはワークショップや資料収集 ・整理に協力 して

いただきま した。ここに記 して感謝の意を表 します。


